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夏の終わりに願うこと 
     校長 小川 秀人 

 二学期が始まって数日間こそ、猛烈な残暑に苦しめられたが、週が変わると一転「秋雨前

線」が東北地方に居座り、ぐっと涼しくなった。記録的な暑さに苦しめられた今年の夏も、

ようやく終わりを告げたようだ。夏から秋へと季節を分ける「寒高祭」が明日から始まる。

勉強や部活動の合間を縫って、暑い中準備を続けてくれた諸君に、深く感謝するとともに、『平

成』最後の「寒高祭」をぜひとも成功させてもらいたいと、心から願ってやまない。 

 ７月の体育祭翌日からスタートした、３年生一人ひとりとの面談も、今月１０日にほぼ終

了することができた。３年生諸君は、私に語ってくれたそれぞれの夢や希望を実現するため

に、あと半年、見栄や体裁を捨てて“体が透き通るほど”努力を続けてもらいたい。 

 ２年生、１年生は、８月末から９月にかけて行われる村山地区新人大会に向けて、このひ

と月、日々の練習ばかりでなく合宿や遠征に明け暮れた人も多いだろう。幸い、熱中症での

入院等の大きな事故を起こすことなく、真夏のシーズンを終えてくれた。「寒高祭」が終わる

とすぐに、多くの競技で地区新人大会が始まる。暑さに負けず練習した成果を発揮して、粘

り強く戦い、一つでも多くの種目で県高校新人大会の出場権を獲得してもらいたい。 

 今月７日に行われた「オープンスクール 2018」は、台風の影響による厳しい天候の中、あ

わせて６５０人を超す中学生・保護者の参加を得て、成功裡にオリエンテーションやイベン

トを終えることができた。生徒会執行部や放送部の皆さんの協力に深く感謝したい。 

 さあ、いよいよ「寒高祭」、そして秋の諸活動が本格的に始まる。明るく元気よく、前を向

いて進んでゆこう。ここから「チーム寒高」の第二章がスタートする。 
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吹奏楽コンクール県大会 念願かなう 

４年ぶりの“金賞”獲得！！ 
７月２７日（金）「やまぎんホール（県民会館）」を会場に、各地区を勝ち抜いた１７校

が参加して『全日本吹奏楽コンクール山形県大会・小編成の部』が、行われました。本

校吹奏楽部は、１１番目に登場し見事な演奏を披露して、満場の喝さいを浴びました。

結果は、６校にしか与えられなかった、悲願の“金賞”獲得。東北大会出場こそなりま

せんでしたが、本校吹奏楽部にとって新たな歴史を重ねてくれました。おめでとう！ 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猛暑の中 勤労体験ボランティアに感謝！ 
8 月１日（水）・２日（木）両日うだるような暑さの中、「平成３０年度勤労体験学習」が行

われました。作業内容は、職員駐車場や身体障害者用駐車場及び来客駐車場の塗装作業とい

う過酷なもの。生徒会役員を中心に、生徒・担当職員３０名ほどで、汗だくになりながら作

業をしてもらいました。おかげさまで、くっきりした白いラインが引かれ、職員や来客者が

たいへん駐車しやすくなりました。暑い中ほんとうに有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒高祭 テーマ「寒詰めパラダイス！」 
 伝統ある「寒高祭」は今年、「平成」最後の開催という節目を迎えます。初日となる８月３１日

（金）は恒例の合唱コンクール（１年生）にはじまり、文化部・委員会によるステージ発表やフランス

からの留学生コンスタンスさんによる「留学生スピーチ」など盛りだくさんの内容。午後には、有志

発表や執行部企画なども準備されています。９月１日（土）の二日目は「一般公開」の日。各部・２

年生の校内展示・発表や３年生の模擬店、そして被災地の復興支援を目的とした販売会やバザー

なども企画されています。天気が少々心配されますが、夏の暑い中、各部・各クラスで協力し合っ

て準備してきた企画や発表・模擬店などで、本校を訪れてくれたお客様を、精一杯もてなしましょ

う。来校者への大きな声での挨拶と、明るい笑顔もどうか忘れないで。 

全国大会結果報告  健闘を讃える 
【運動部】 

 テニス部：全国高校総体 ダブルス：矢野桜子（３年）・石澤真衣子（１年）組 二回戦敗退 

                  シングルス：矢野桜子（３年） 一回戦敗退 

 カヌー部：文部科学大臣杯平成３０年度日本カヌースプリントジュニア選手権大会 

       女子カヤックペア５００ｍ 優勝 増川知保（３年）・佐藤奈津（１年） 

       女子カヤックペア２００ｍ  ２位  増川知保（３年）・佐藤奈津（１年） 

       女子カヤックシングル５００ｍ ３位 佐藤奈津（１年） 

       女子カヤックシングル２００ｍ ６位 増川知保（３年） 

【文化部】 

 放送部：第６５回ＮＨＫ杯全国放送コンテスト 出場 ＜朗読部門＞ 柏倉さくら（３年） 

      ＜ラジオドラマ部門＞ 寒河江高校放送部 「今は まだ・・・」 

      ＜テレビドラマ部門＞ 寒河江高校放送部 「占い少女」 

      ＜テレビドキュメント部門＞ 寒河江高校放送部 「特殊詐欺に触れて」 

      第４２回高等学校総合文化祭 放送部門・朗読 文化連盟賞 柏倉さくら（３年） 

美術部：第４２回高等学校総合文化祭 美術・工芸部門 文化連盟賞 鈴木英里奈（３年） 

新聞部：第２２回全国高校新聞年間紙面審査賞 奨励賞 寒河江高校新聞部 

将棋愛好会：第４２回高等学校総合文化祭 将棋部門個人 文化連盟賞 吉田貴如（３年） 

        女子団体 文化連盟賞 本間愛（３年）・菊地優希（３年）・村山結希乃（２年） 


